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概要：名古屋工業大学では，2007 年 4 月より統一データベースの運用を行っている．統一データベ

ースとは，学内全構成員の利用者情報と ID 管理を行う認証の中核となるデータベースである．名古

屋工業大学の情報システムでは，統一データベースの利用者情報に基づく IC カード認証と Single 

Sign Onによって認証を行っている．また，統一データベースは，学内情報共有の基盤データベース

でもある．学生，教員，職員間の情報共有に統一データベースを活用している．本稿では，名古屋工

業大学における統一データベースの概要と，統合認証および情報共有について述べる． 
 
1 はじめに

大学における情報化において多様なシステム

が学内に導入されている．名古屋工業大学（以下，

名工大）では，2007 年度に，学内情報基盤システ

ムにおける中核となる全学データベースを開発し，

運用している．本データベースは「統一データベ

ース」と言う．統一データベースの目的は次の 2
つである．  

 
 全構成員の ID 管理と認証の統合 
 事務・教員・学生間における情報共有基盤 
 
統一データベースでは，従来別々に管理されて

いた学内全構成員の情報を集約し，大学全体で使

用する統一 ID の基礎情報を作成している．この

情報に基づいて，学内情報システムにおけるユー

ザ管理を統合し，IC カードと Single Sign On に

よる高い安全性を実現した認証基盤の構築を行っ

た． 
また，学内における情報共有基盤としての統一

データベースは，様々な情報調査の基盤である．

従来，学生や教員の情報は必要に応じて担当部署

が収集していたが，その情報を他の部署が活用す

ることはできていなかった．そのため，複数の部

署が似た内容の調査を行っていた．その調査を，

統一データベースに登録し管理することで，情報

の活用範囲が広がり，また収集のコストを削減す

ることが可能となる． 
本稿では，名古屋工業大学における統一データ

ベースの構築と運用について述べる．2 章では，

統一データベースの構成と利用について述べる．3

章では，統一データベースに基づく統合認証につ

いて述べる．4 章では，学内情報共有基盤として

の統一データベースについて，概要と効果につい

て述べる．5 章では利用状況について述べ，6 章で

まとめる． 
 
2 統一データベース概要

統一データベースは，本学の情報システムに

おける中核となるデータベースである．学内全

構成員の情報を管理し，学内情報システムへユ

ーザ情報を配信する．さらに，教職員・学生の

各種情報を管理し，必要とする事務部署や教員，

学生に提供している．これらにより，学内での

情報共有を促進し，部署毎のたび重なる情報収

集の回数を削減する．また，学生への情報提供

により，学生から事務への問い合わせ回数の削

減を行い，事務作業の効率化を図る．以下，本

データベースの構成と運用に関する概要を述べ

る． 
 

2.1 構成

統一データベースは，学内で開発を行っており，

システムの基本構成は以下のとおりである．また，

開発言語は JAVA である． 
 MySQL 
 Apache, Tomcat 
 Windows Server 2003 
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2.2 ユーザ登録

統一データベースへの登録は，学内の全利用者

が対象である．常勤教職員や正規学生に加えて，

非常勤教職員や研究員，派遣職員等の登録を行っ

ている． 
常勤・非常勤教職員は，人事給与システムへの

登録情報に基づいて，手動による CSV ファイル登

録で行っている．これは，人事給与システムとの

直接の接続を行わないという基本方針によるため

と，人事給与システムには含まれないデータ（英

字氏名等）を追加登録するためである． 
派遣職員等については，人事給与システムに登

録されておらず，さらに職員番号を持たない．こ

のため，派遣職員を所掌する部署からの申請によ

り登録を行う．統一データベースへの登録は，電

子事務担当の部署によって行われている． 
学生の登録は，統一データベースにまず行われ

る．教務システムへは，統一データベースから共

学管理上必要な情報のみを提供している．統一デ

ータベースが導入される以前は，学生の住所等の

管理は教務システムによって管理されていたが，

現在は統一データベースによる管理のみである．

これは，住所などは学生自身が統一データベース

に登録するためである． 
 

2.3 利用方法とアクセス権

統一データベースの利用は，主に Web インタ

フェースを介した利用と，データベースの直接の

利用が可能である．Web インタフェースは，学内

の全構成員に対してアクセス制御の上で公開して

いる．アクセス制御は，利用者の身分と所属，役

割（委員会等）に基づいて行い，利用者がアクセ

ス権限を有する情報のみを表示する．また，デー

タベースの直接利用は，システム間連携であり利

用者が直接行うことはない．直接アクセスするシ

ステムは，統一データベースに専用のビューとそ

れに対するアクセス権を持ち，必要に応じてアク

セス可能である． 
統一データベースへのアクセス権の設定は，利

用者（学内部署・委員会等）から CIO への申請と

承認が必要である．CIO による承認により，情報

基盤センターの統一データベース担当者と連携シ

ステム担当者間で最終調整を行い，アクセス権が

設定される． 

 図 1：統一データベース Web インタフェース 
 

2.4 Webインタフェース

統一データベースは，Web によるユーザイン

タフェースを備えており，統一データベースに

対する主な処理はこの Web インタフェースを

介して行う．Web インタフェースの例を図 1 に

示す． 
Web インタフェースには，主に登録機能と閲

覧機能がある．登録機能は，１）個人情報登録

機能，２）ユーザ登録機能と３）情報管理機能

がある．個人情報登録は，利用者が直接入力す

る項目で，住所や保護者住所，研究業績，メー

ル転送設定等がある．ユーザ登録機能は，ユー

ザ登録を所掌する部署のみ利用可能で，ユーザ

の登録（入学・採用），更新（配置換え・昇進），

削除（卒業・退学）等の処理を行う．情報管理

機能は，ユーザの属性情報（学生課外活動・委

員会・学内施設利用状況等）の登録管理に使用

する．これら登録機能は，各処理を所掌する部

署の職員のみが利用できるようにアクセス制御

を行っている． 
次に閲覧機能は，統一データベースに登録さ

れた各種情報を閲覧および CSV ファイルへ出

力するための機能である．閲覧できる情報は，

利用者の身分と所属によって異なる．統一デー

タベースでは，メタ情報によってアクセス権を

管理し，表示項目の追加削除や権限変更が容易

に可能である．また，一部情報では，更新履歴

の閲覧ができる．これにより，日付を指定した

情報の閲覧が可能となり，各種統計情報の作成
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を容易にしている． 
 
3 統合認証

統一データベースの第一の目的は，学内情報

システムのユーザ管理である．信頼できる情報

を基に学内全構成員についての IDを発行し，IC
カードの基本情報を構成する．また，学内情報

システムに対して，ユーザ情報や属性情報の配

信を行う．これらにより，学内情報システムに

おけるユーザ管理を正確かつ統一的に行う． 
 

3.1 ユーザIDの統合

本システムを構築するに当たり，システム毎

に発行されていたユーザ ID とパスワードの統

合を行い，全学の統一ユーザ ID を発行した．

この ID を基盤 ID と言う．基盤 ID は，全構成

員を対象に発行し，学内情報システムを使用す

る場合に使用する． 
基盤 ID は，個人に一つが原則であるが，生

涯 ID[1]のように不変ではない．大学院への進

学や教職員としての就職により変更する．これ

は，基盤 ID が学生番号や職員番号に基づいて

発行されるためである．また，本学では学生で

あるが非常勤職員として勤務する場合がある．

この場合，学生としてのアクセス権限と職員と

してのアクセス権限を一つの基盤 ID に結びつ

けることにより，アクセス制御が複雑になるこ

とを避けるためである． 
 

3.2 ICカード

高レベルの認証基盤として IC カードを全教

職員・学生に職員証・学生証として発行してい

る．派遣職員等の職員証発行対象外の職員につ

いては，利用証という本学情報基盤の利用許可

証として発行している．事務局では，シンクラ

イアントを全面導入し，ログオンは IC カード

を必須としている． 
IC カードの仕様は，接触・非接触のハイブ

リッドとしている．PC へのログオン，教職員・

学生ポータルや学内情報サービスの利用には接

触部を用いた PKI 認証を利用している．また，

キオスク端末やプリンタ認証には，非接触部に

よる簡易認証を利用している． 
 

3.3 Single Sign On
本学における認証は，Sun Java Identity 

Manager を用いたSingle Sign On (SSO) であ

る．本学の SSO は，Reverse Proxy 型であり，

SSO を利用する全サーバが，情報基盤センター

のサーバセグメントに配置されている． 
学内情報システムは，すべて SSO を利用し

ており，IC カード認証が必要である（学外利用

を認めているメールシステムや e-Learning シ

ステムを除く）． 事務用システムにおいても例

外ではなく，すべてを SSO の対象としている．

これにより，システム利用に対して IC カード

認証を必須とし，利用時の認証の有効性を向上

させている． 
 

3.4 ユーザ情報の配信

統一データベースに登録されたユーザ情報

は，学内情報システムに配信され，各システム

のユーザ情報を生成する．ユーザ情報には，登

録，削除，更新が含まれ，CSV ファイルもしく

は SQL アクセスでアクセスする． 
CSV ファイルの配信には，ETL（Extract, 

Transform, Load）ツールを活用し，システム

間の情報共有のシステム開発を短期間で可能と

している． さらに，システム間の共有関係の把

握を容易としている．一方，統一データベース

の更新から短期間で処理が必要なシステムは，

SQL を使用して直接データベースにアクセス

することで効率化している． 
 

4 学内情報共有基盤

統一データベースの目的として，学内情報共

有基盤の確立がある．従来は，学内で収集され

る様々な情報が，収集した部署または担当者に
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よってのみ利用され，同様の情報を利用したい

他の部署や教員には伝わらない問題があった．

この問題を解決するために，情報収集を統一デ

ータベースで行い，収集した情報を統一データ

ベースで閲覧可能とする仕組みを構築した．こ

れにより，情報収集による事務処理の円滑化と，

何度も情報を提供しなくてよくなるという情報

提供側の利点がある．以下，本取り組みの概要

について述べる． 
 

4.1 利用例

表 1 に統一データベースに登録された情報

とその利用方法の一部を示す．オートバイ登録

や銀行口座のように単一目的での利用もあるが，

指導教員情報のように多様な応用が可能な情報

もある．このように，登録された情報は CIO の

承認があれば様々な利用が可能である． 
 

表 1 統一データベースの利用例 

 
4.2 効果

統一データベースによる集中管理によって，

従来は困難であった情報利用が可能となってい

る．以下，効果があった例を示す． 
本学では，教員に研究室用のサブネットを割

り当てている．しかし，以前は，学生がどの研

究室に所属するかの情報がなく，学生とサブネ

ットを結びつけることができなかった．統一デ

ータベースの指導教員情報を活用することで，

学生に対する適切なサブネット割り当てが可能

となり，学内ネットワークセキュリティの向上

に有用であった． 
次に，学生保険はインターンシップ参加時に

加入が求められる場合が多い．しかし，学生自

身が加入しているかどうかを覚えておらず，そ

の加入確認のための事務職員による対応が長時

間におよぶ問題があった．そこで，保険加入状

況を統一データベースに登録し，学生自身によ

る確認を可能とした．これにより，対応そのも

のを不要とし，事務負担の軽減を図った． 
また，これら多様な情報を学生掲示板の検索

条件にすることができる．これにより，必要と

される学生のみに，掲示を行うことができる．

これにより，学生の掲示板には，当該学生が読

むべき情報のみが掲示されるようになった． 
 

5 利用状況

統一データベースの閲覧機能の教職員によ

る月別のアクセス数を図 2 に示す．閲覧機能は

2010 年 7 月に機能拡張を行い現在の形となっ

たため，それ以降の利用記録である．月間の平

均利用数が約 11,000 回であり，昨年度よりは今

年度の利用数が多い．内訳では，職員名簿が全

体の 57%を占め，ついで学生名簿の 21%となっ

ており，これら 2 つの名簿で利用全体の 78%で

ある．次いで，職員の配置換え等を確認できる

職員名簿履歴，学生関係事務部署による詳細学

生名簿（保護者情報等の一般に公開されていな

い情報の閲覧が可能）の利用が多い．また，4
月の利用が，他の月の 2 倍であった．これは，

新年度の始めによる職員や学生の検索，指導教

員登録等の増加によるものと考えられる． 

情報種別 利用先・利用方法 
指導教員・研究室

情報 
・学生個人情報へのアクセ

ス制御 
・学生が利用可能なサブネ

ット管理 
・指導教員による入館設定 

委員会情報 ・職員ポータルのアクセス

権制御 
学生保険 ・学生による加入状況の確

認 
オートバイ登録 ・入構申請 
施設利用状況 ・学内居室利用状況確認 
銀行口座 ・給与・旅費等振込先 
各種情報 ・統一 DB 情報による学生

系版の掲示先制御（条件設

定） 
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図 2 統一データベースの月別アクセス数 
 
6 おわりに

名古屋工業大学における統一データベースの

構築と，2 つの目的について述べた．統一データ

ベースの構築により，全学統一の基盤 ID 発行と

全情報システムによる基盤 ID 利用が可能となり，

学内における安全な認証が実現した．また，学内

情報共有基盤として，様々な活用を行っている．

しかし，情報を所掌する部署によって統一データ

ベースの利用状況に差がある．このため，利用の

提案や要望から実際に情報が登録されるまでに長

い期間が必要となっている．今後，情報共有基盤

としての利用を推進すべく，関係部署との協力を

さらに密にする必要がある． 
今後は，共有情報の種類の増加と，卒業生デー

タベースや生涯メールアドレスなどの新たな取り

組みを行う予定である． 
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